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(57)【要約】
【課題】生花による祭壇に劣らない豪華・荘厳な印象を
生み出すことができ、かつ、多数回利用することができ
ると共に、祭壇作製時の花飾り作業を容易にすることが
できる葬儀用祭壇を提供すること。
【解決手段】ベース台１０上に載置される花飾り装飾部
２を有し、花飾り装飾部２は、樹脂発泡成形体よりなる
土台部３とプリザーブドフラワー４とを有し、プリザー
ブドフラワー４を土台部３に立設して構成してなる。土
台部３は、プリザーブドフラワー４の配置高さに起伏を
設けるための起伏形状を予め有している。土台部３は、
複数に分割されており、左右方向において互いの間隔を
変更可能であることが好ましい。分割されて隣り合う土
台部５１～５４は、互いの間隔を所定量の範囲で変更し
た場合に正面から隙間が見えないよう、正面方向から見
て互いに重なり合う重なり部を有していることが好まし
い。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベース台上に載置される花飾り装飾部を有する葬儀用祭壇であって、
　上記花飾り装飾部は、樹脂発泡成形体よりなる土台部と、生花に保存処理を施して形成
したプリザーブドフラワーとを有し、該プリザーブドフラワーを上記土台部に立設して構
成してなり、
　上記土台部は、上記プリザーブドフラワーの配置高さに起伏を設けるための起伏形状を
予め有していることを特徴とする葬儀用祭壇。
【請求項２】
　請求項１において、上記土台部は、少なくとも左右方向に複数に分割されており、左右
方向において互いの間隔を変更可能であることを特徴とする葬儀用祭壇。
【請求項３】
　請求項２において、分割されて隣り合う上記土台部は、互いの間隔を所定量の範囲で変
更した場合に正面から隙間が見えないよう、正面方向から見て互いに重なり合う重なり部
を有していることを特徴とする葬儀用祭壇。
【請求項４】
　請求項２又は３において、上記土台部は、中央に位置する中央土台部と、該中央土台部
を左右から挟むように配置される複数の側方土台部とに分割されており、
　該側方土台部は、上方から見た形状が、間隔を設けて２つの先端を配した開放部と、上
記各先端から延設されて１つに繋がる閉塞部とを両端に有する形状を呈しており、
　上記中央土台部の両側に、順次上記開放部を上記中央土台部に向けて配置するよう構成
されていることを特徴とする葬儀用祭壇。
【請求項５】
　請求項４において、上記側方土台部は、上方から見た形状が、略三日月形状を呈してい
ることを特徴とする葬儀用祭壇。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項において、上記土台部には、上記プリザーブドフラワーの
茎部を挿入するための挿入穴が設けられており、該挿入穴の内壁面と上記茎部の外周面と
の間には、上記茎部を保持する弾性又は粘着性を有する保持部材が配設されていることを
特徴とする葬儀用祭壇。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、葬儀用の祭壇に関する。
【背景技術】
【０００２】
　葬儀用の祭壇としては、様々な態様のものが存在する。近年の傾向としては、比較的大
型で豪華・荘厳な印象を与えるような多数の生花を飾ったものが流行している。
　しかしながら、葬儀用の生花は高価であり、しかも、生花の鮮度はせいぜい２日か３日
しかもたない。そのため、１回の葬儀における生花による葬儀用祭壇のコストは非常に高
いものとなっている。
【０００３】
　これに対し、いわゆる造花を用いてコストを低減させた葬儀用祭壇が検討されて来た。
しかし、人工的で、安物、つくりものという印象を拭えず、遺族の感情の問題に起因して
、実際の需要はそれほど増えない状況にある。
　なお、造花による葬儀用祭壇の例としては、例えば特許文献１がある。
【０００４】
　また、生花の場合も、造花の場合も、これらの花の配設高さに変化をつける場合には、
生花または造花の茎部に配設する針金の長さを変えて対応する必要があった。そのため、
花飾り作業が非常に煩雑で熟練を有するものとなっていた。
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【０００５】
【特許文献１】特開２００１－１３７１０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、かかる従来の問題点に鑑みてなされたもので、生花による祭壇に劣らない豪
華・荘厳な印象を生み出すことができ、かつ、多数回利用することができると共に、祭壇
作製時の花飾り作業を容易にすることができる葬儀用祭壇を提供しようとするものである
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、ベース台上に載置される花飾り装飾部を有する葬儀用祭壇であって、
　上記花飾り装飾部は、樹脂発泡成形体よりなる土台部と、生花に保存処理を施して形成
したプリザーブドフラワーとを有し、該プリザーブドフラワーを上記土台部に立設して構
成してなり、
　上記土台部は、上記プリザーブドフラワーの配置高さに起伏を設けるための起伏形状を
予め有していることを特徴とする葬儀用祭壇にある（請求項１）。
【０００８】
　本発明の葬儀用祭壇において注目すべき点は、花飾り装飾部における花として、プリザ
ーブドフラワーを利用した点である。このプリザーブドフラワーは、生花に保存処理を施
して形成したものであって、生花に劣らない見栄えが得られ、かつ、造花に劣らない耐久
性を発揮する。そのため、本発明の葬儀用祭壇は、従来の生花祭壇や造花祭壇にない優れ
た外観印象と耐久性を得ることができる。
【０００９】
　さらに注目すべきことは、上記プリザーブドフラワーを立設させる土台部として上記樹
脂発泡成形体を採用し、かつ、その形状そのものを、プリザーブドフラワーの配置高さに
変化をつけるための起伏形状に予め成形しておく点である。これにより、プリザーブドフ
ラワーの茎部の長さや茎部に配設する針金等の長さによって高さ調整をするのではなく、
ほぼ同じ長さの茎部や針金を有するプリザーブドフラワーを土台部に配設するだけで、土
台部の起伏に応じて花の配置に起伏が得られ、外観特性を容易に向上させることができる
。
【００１０】
　なお、従来の祭壇の場合には生花の場合も造花の場合も、土台部に段差を設けることは
あったが、基本的には平らな土台部上に、茎部に配設した針金の長さを変えた生花または
造花を配設することによって全体の起伏形状を調整していた。また、上記土台部とは別個
に第２の土台部を上記土台部上に載置して起伏形状を調整することもあった。しかし、こ
のような調整作業を含めた従来の生花または造花の配設作業は、非常に煩雑で熟練を有す
るものとなっていた。
　これに対し、本発明では、上記のごとく土台部そのものに所望の起伏形状を設けておく
ので、プリザーブドフラワーの配設作業が従来よりも格段に容易になる。
【００１１】
　このように、本発明によれば、生花による祭壇に劣らない豪華・荘厳な印象を生み出す
ことができ、かつ、多数回利用することができると共に、祭壇作製時の花飾り作業を容易
にすることができる葬儀用祭壇を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明の葬儀用祭壇の上記花飾り装飾部は、上記土台部として、樹脂発泡成形体を用い
る。樹脂発泡成形体としては、発泡ポリスチレンその他の種々のものを適用可能であり、
軽量で起伏形状の成形が容易で、かつ、プリザーブドフラワーを立設させることが容易な
構造を有するものであれば好適である。
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　また、土台部には、上述したごとくプリザーブドフラワーを立設させるが、それ以外に
、写真額縁や、その他の葬儀用飾りを併せて載置することも可能である。
【００１３】
　また、上記土台部は、少なくとも左右方向に複数に分割されており、左右方向において
互いの間隔を変更可能であることが好ましい（請求項２）。この場合には、上記土台部の
間隔を調整して、花飾り装飾部の外観印象に自由度を加えることができると共に、間隔の
調整または土台部の数の調整によって祭壇の幅寸法の自由度を高めることができる。
【００１４】
　また、分割されて隣り合う上記土台部は、互いの間隔を所定量の範囲で変更した場合に
正面から隙間が見えないよう、正面方向から見て互いに重なり合う重なり部を有している
ことが好ましい（請求項３）。この場合には、上記所定量の範囲で各土台部の間隔を調整
した場合には、正面から隙間が見えず、外観印象を低下させることなく幅調整を行うこと
ができる。もちろん、外観特性上、故意に隙間を見せて配置してもよいし、必ずしもすべ
ての土台部間に上記重なり部を設ける必要もない。
【００１５】
　また、上記土台部は、中央に位置する中央土台部と、該中央土台部を左右から挟むよう
に配置される複数の側方土台部とに分割されており、
　該側方土台部は、上方から見た形状が、間隔を設けて２つの先端を配した開放部と、上
記各先端から延設されて１つに繋がる閉塞部とを両端に有する形状を呈しており、
　上記中央土台部の両側に、順次上記開放部を上記中央土台部に向けて配置するよう構成
されていることが好ましい（請求項４）。
　この場合には、上記中央土台部を左右から囲うように複数の側方土台部が配置されるの
で、葬儀用祭壇としての豪華・荘厳な印象を比較的容易に演出することができる。そして
、上記開放部と閉塞部との組合せによって、上述した重なり部を容易に実現することがで
き、幅寸法の調整や外観印象の調整を、側方土台部の間隔の変更によって容易に行うこと
ができる。
【００１６】
　また、上記側方土台部は、上方から見た形状が、略三日月形状を呈していることが好ま
しい（請求項５）。即ち、曲率の異なる２つの円弧を同じ方向に向けて組み合わせて端部
同士を繋くことにより、上記開放部における２つの先端とその反対側の上記閉塞部とを有
する形状とすることが好ましい。この場合には、滑らかな曲線の組合せとなるので、葬儀
用祭壇として違和感なく上記重なり部を構成することができる。
【００１７】
　また、上記土台部には、上記プリザーブドフラワーの茎部を挿入するための挿入穴が設
けられており、該挿入穴の内壁面と上記茎部の外周面との間には、上記茎部を保持する弾
性又は粘着性を有する保持部材が配設されていることが好ましい（請求項６）。
　上記プリザーブドフラワーを土台部に立設させる方法としては、プリザーブドフラワー
の茎部に針金よりなる芯部を設けて、これを土台部に挿入する方法がある。そして、その
際、針金だけを挿入する方法と針金と茎部とを挿入する方法がある。
　しかしながら、プリザーブドフラワーの特徴としては、茎部も十分に強度が高くなるの
で、針金を用いることなく、茎部を直接土台に挿入する方法をとることも可能である。こ
の場合、単純に茎部を差し込むだけでは安定的な保持が難しい。そこで、上述したごとく
、上記土台部に上記挿入穴を設け、該挿入穴の内壁面と上記茎部の外周面との間には、上
記茎部を保持する弾性又は粘着性を有する保持部材が配設されていることが好ましい。こ
れにより、針金を用いなくても、安定してプリザーブドフラワーを保持することができる
。なお、上記保持部材は、予め挿入穴内に配設していてもよいし、各プリザーブドフラワ
ーの茎部に配設してから挿入穴に挿入する方法をとってもよい。
　また、上記プリザーブドフラワーとしては、公知の様々なものを適用することができる
。
【実施例】
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【００１８】
（実施例１）
　本発明の実施例に係る葬儀用祭壇につき、図１～図６を用いて説明する。
　本例の葬儀用祭壇１は、図１～図３に示すごとく、ベース台１０上に載置される花飾り
装飾部２を有する葬儀用祭壇である。
　上記花飾り装飾部２は、樹脂発泡成形体よりなる土台部３と、生花に保存処理を施して
形成したプリザーブドフラワー４（図４参照）とを有し、該プリザーブドフラワー４を上
記土台部３に立設して構成してある。なお、図１～図３においては、プリザーブドフラワ
ー４の詳細な記載を省略してある。
　土台部３は、上記プリザーブドフラワー４の配置高さに起伏を設けるための起伏形状を
予め有している。
　以下、更に詳説する。
【００１９】
　図１～図３に示すごとく、本例の花飾り装飾部２における上記土台部３は、少なくとも
左右方向に複数に分割されており、左右方向において互いの間隔を変更可能に構成されて
いる。具体的には、土台部３は、中央に位置する中央土台部３１と、中央土台部３１を左
右から挟むように配置される複数の側方土台部３２（ａ、ｂ）～３４（ａ、ｂ）とに分割
されている（図中において、適宜、向かって左側を符号にａを付け、向かって右側を符号
にｂをつけて示す）。
【００２０】
　中央土台部３１は、上方から見た形状が略円形であり、略円錐状の頭部を切断した形状
を呈している。また、中央土台部３１の略円形の上面３１１の中央部には、遺影を配置す
るための円形の窪み部３１２が設けられている。また、中央土台部３１の円錐状の側面３
１３には、複数の螺旋状の段部面３１４が設けられている。中央土台部３１全体が発泡成
形体より構成されているので、上記の形状を容易に形成することができ、かつ、側面３１
３、段部面３１４及び上面３１１の任意の位置にプリザーブドフラワー４を立設可能であ
る。
【００２１】
　側方土台部３２～３４は、左右対称に３種類存在し合計６つより構成されている。上記
中央土台部３１を挟んで最も中央よりの一対の第１側方土台部３２ａ、３２ｂが最も大き
く、つまり、高さが最も高くかつ平面方向の断面積も最も広く構成されている。第１側方
土台部３２ａ、３２ｂの外側隣の一対の第２側方土台部３３ａ、３３ｂが高さが次に高く
かつ平面方向の断面積も次に広く構成されており、その外側隣の一対の第３側方土台部３
４が高さが最も低くかつ平面方向の断面積も最も小さく構成されている。
【００２２】
　各側方土台部３２～３４は、図３に示すごとく、いずれも、上方から見た形状が、間隔
を設けて２つの先端３２１、３３１、３４１を配した開放部３２０、３３０、３４０と、
上記各先端３２１、３３１、３４１から延設されて１つに繋がる閉塞部３２２、３３２、
３４２とを両端に有する形状を呈している。本例では、側方土台部３２～３４は、上方か
ら見た形状が、曲率の異なる２つの円弧を同じ方向に向けて組み合わせて端部同士を繋く
ことにより、開放部３２０、３３０、３４０における２つの先端３２１、３３１、３４１
と閉塞部３２２、３３２、３４２とを有する形状である略三日月形状を呈している。そし
て、上記中央土台部３１の両側に、順次上記開放部３２０、３３０、３４０を中央土台部
３１に向けて配置するよう構成されている。
【００２３】
　側方土台部３２～３４を上記のような形状とすることによって、図３に示すごとく、分
割されて隣り合う上記土台部３１～３４は、互いの間隔を所定量の範囲で変更した場合に
正面から隙間が見えないよう、正面方向から見て互いに重なり合う重なり部Ａ１～Ａ３を
有するものとなる。本例では、円錐状の中央土台部３１と、第１側方土台部３２の開放部
３２０における正面側の先端３２１とが、重なり部Ａ１となっており、両者の間隔を重な
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り部Ａ１の寸法の範囲内で変更しても両者の間の隙間が正面方向から見えないように構成
されている。同様に、第１側方土台部３２の閉塞部３２２と、第２側方土台部３３の開放
部３３０における正面側の先端３３１とが重なり部Ａ２となり、第２側方土台部３３の閉
塞部３３２と、第３側方土台部３４の開放部３４０における正面側の先端３４１とが重な
り部Ａ３となっている。
【００２４】
　また各側方土台部３２～３４は、いずれも、縦方向に切断した断面形状で見ると、底面
部が一番幅寸法が大きく、上面３２５、３３５、３４５に近づくほど幅寸法が小さくなる
ように、上方に行くほど幅狭となる形状を有している。そして、各側方土台部３２～３４
全体が発泡成形体より構成されているので、上記の形状を容易に形成することができ、か
つ、円弧状外側面３２３、３３３、３４３、円弧状内側面３２４、３３４、３４４及び上
面３２５、３３５、３４５の任意の位置にプリザーブドフラワー４を立設可能である。
　上記中央土台部３１と側方土台部３２～３４を構成する発泡成形体としては、本例では
いずれも発泡ポリスチレンを採用した。
【００２５】
　また、プリザーブドフラワー４は、図４に示すごとく、花びら部４１及び茎部４２を有
する生花に、保存処理を施すことによって得られたものであれば、様々な種類のものを採
用可能である。本例では、プリザーブドフラワー作製業者から購入して採用した。そして
、同図（ａ）に示すごとく、プリザーブドフラワー４の茎部４２に針金８１を取り付け、
更に同図（ｂ）に示すごとく茎部４２の針金８１貫通部の周囲をテープ８２で巻いて固定
した。
【００２６】
　このプリザーブドフラワー４を土台部３に立設させる方法としては、図５に示すごとく
、土台部３に特に予め穴を設けることなく、針金８１から花びら部４１と茎部４２との境
界まで差し込む方法とした。これにより、プリザーブドフラワー４の立設作業にばらつき
が少なくなり、土台部３の起伏形状に倣って、仕上がり高さを容易に所望の起伏形状を有
するものとすることができる。
　なお、図６に示すごとく、茎部４２を土台部３中に埋めることなく、針金８１のみを差
し込む手法に統一することも可能であるが、上記図５の方法の方がより安定する。
【００２７】
　また、本例では、土台部３の表面全体を、塗料により覆った（図示略）。この塗料は、
土台部３の表面の色を葬儀用祭壇の土台として適した色合いにすることを目的として配設
されており、上記プリザーブドフラワー４の立設が任意の位置で可能なように、網目状に
構成されている。
　そして、本例では、中央土台部５１と側方土台部５２～５４の表面のうち、遺影を載置
する部分と、花以外の装飾物を配置する部分以外の表面全体にプリザーブドフラワー４を
立設させた。
【００２８】
　本例で得られた葬儀用祭壇１は、花飾り装飾部２における花として、プリザーブドフラ
ワー４を利用した。これにより、プリザーブドフラワーの優れた特性を最大限発揮させ、
生花に劣らない見栄えが得られ、かつ、造花に劣らない耐久性を発揮する。
　さらに、上記のごとく土台部３として発泡成形体を採用し、かつ、土台部そのものに所
望の起伏形状を設けておくので、プリザーブドフラワー４の高さを調整する作業が従来よ
りも格段に容易になる。
【００２９】
　また、本例では、土台部３が、中央土台部３１と側方土台部３２～３４とにより構成さ
れて、左右方向に複数に分割されており、左右方向において互いの間隔を変更可能である
。そのため、土台部３の間隔を調整して、花飾り装飾部２の外観印象に自由度を加えるこ
とができると共に、間隔の調整または土台部３（側方土台部３２～３４）の数の調整によ
って祭壇の幅寸法の自由度を高めることができる。
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【００３０】
　特に本例では、上述したごとく、上方から見て略円形の中央土台部３１と略三日月形状
の側方土台部３２～３４とに分割し、これらを上述したごとく重なり部Ａ１～Ａ３ができ
るように配置可能である。そのため、滑らかな曲面同士の組合せで違和感なく上記重なり
部Ａ１～Ａ３を設けることができ、この範囲で各土台部３の間隔を調整することによって
容易に幅寸法を変更できる。
【００３１】
　このように、本例の葬儀用祭壇１は、生花による祭壇に劣らない豪華・荘厳な印象を生
み出すことができ、かつ、多数回利用することができると共に、祭壇作製時の花飾り作業
を容易にすることができるという優れた作用効果を得ることができる。
【００３２】
（実施例２）
　本例は、実施例１のプリザーブドフラワー４の立設手法を、針金８１を用いない方法に
変更した例である。
　図７に示すごとく、プリザーブドフラワー４としては、上記と同様に花びら部４１と茎
部４２とを有するものを用いるが、これに針金を配設することはやらない。そして、図８
に示すごとく、土台部３には、プリザーブドフラワー４の茎部４２を挿入するための挿入
穴３９を設け、かつ、挿入穴３９に弾性又は粘着性を有する保持部材８３を配設する。そ
して、図９に示すごとく、プリザーブドフラワー４の茎部４２を挿入穴３９内に挿入する
。これにより、挿入穴３９の内壁面と茎部４２の外周面との間には、上記茎部４２を保持
する上記保持部材８３が介在した状態となる。
【００３３】
　この手法を採用すれば、針金を用いなくても、安定してプリザーブドフラワー４を土台
３に保持することができる。これにより、プリザーブドフラワー４に針金８１を配設する
作業がなくなり、さらに作業効率を高めることができる。
　なお、本例では、保持部材８３を予め挿入穴３９内に配設したが、プリザーブドフラワ
ー４の茎部４２に配設してから挿入穴３９に挿入する方法をとることもできる。
　その他は実施例１と同様の作用効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】実施例１における、葬儀用祭壇の斜視図。
【図２】実施例１における、葬儀用祭壇の正面図。
【図３】実施例１における、葬儀用祭壇の平面図。
【図４】実施例１における、プリザーブドフラワーの、（ａ）茎部に針金を配設した状態
を示す説明図、（ｂ）茎部の針金貫通部にテープを巻いた状態を示す説明図。
【図５】実施例１における、土台部にプリザーブドフラワーを花びら部と茎部との境界ま
で差し込んだ状態を示す説明図。
【図６】実施例１における、土台部にプリザーブドフラワーを針金部だけ差し込んだ状態
を示す説明図。
【図７】実施例２における、プリザーブドフラワーを示す説明図。
【図８】実施例２における、土台部に設けた挿入穴を示す説明図。
【図９】実施例２における、土台部の挿入穴にプリザーブドフラワーの茎部を差し込んだ
状態を示す説明図。
【符号の説明】
【００３５】
　１　葬儀用祭壇
　２　花飾り装飾部
　３　土台部
　３１　中央土台部
　３２～３４　側方土台部
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　３２１、３３１、３４１　先端
　３２０、３３０、３４０　開放部
　３２２、３３２、３４２　閉塞部
　４　プリザーブドフラワー
　４１　花びら部
　４２　茎部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(10) JP 2009-285271 A 2009.12.10

【図７】 【図８】

【図９】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

